
チ
ェ
ー
ホ
フ
『
か
も
め
』(

神
西
清
・
訳) 

ソ
ー
リ
ン
家
の
領
地
内
の
廃
園
の
一
部
。
広
い
並
木
道
が
、
観
客
席
か
ら
庭
の
奥
の
ほ
う
へ
走
っ

て
、
湖
に
通
じ
て
い
る
の
だ
が
、
家
庭
劇
の
た
め
急
設
さ
れ
た
仮
舞
台
に
ふ
さ
が
れ
て
、
湖
は

ま
っ
た
く
見
え
な
い
。
仮
舞
台
の
左
右
に
灌
木
の
茂
み
。
椅
子
が
数
脚
、
小
テ
ー
ブ
ル
が
一
つ
。  

日
が
い
ま
沈
ん
だ
ば
か
り
。
幕
の
お
り
て
い
る
仮
舞
台
の
上
に
は
、
ヤ
ー
コ
フ
ほ
か
下
男
た
ち
が

い
て
、
咳
ば
ら
い
や
槌
音
が
聞
え
る
。
散
歩
が
え
り
の
マ
ー
シ
ャ
と
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
ン
コ
、
左

手
か
ら
登
場
。  

チ
ェ
ー
ホ
フ
『
桜
の
園
』(

神
西
清
・
訳) 

い
ま
だ
に
子
供
部
屋
と
呼
ば
れ
て
い
る
部
屋
。
ド
ア
の
一
つ
は
ア
ー
ニ
ャ
の
部
屋
へ
通
じ
る
。
夜

明
け
、
ほ
ど
な
く
日
の
昇
る
時
刻
。
も
う
五
月
で
、
桜
の
花
が
咲
い
て
い
る
が
、
庭
は
寒
い
。
明

け
が
た
の
冷
気
で
あ
る
。
部
屋
の
窓
は
み
な
し
ま
っ
て
い
る
。  

ド
ゥ
ニ
ャ
ー
シ
ャ
が
蝋
燭
を
も
ち
、
ロ
パ
ー
ヒ
ン
が
本
を
手
に
登
場
。 

チ
ェ
ー
ホ
フ
『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
』(

神
西
清
・
訳) 

庭
。
ベ
ラ
ン
ダ
の
つ
い
た
家
の
一
部
が
見
え
る
。
並
木
道
の
ポ
プ
ラ
の
老
樹
の
下
に
、
テ
ー
ブ
ル

が
あ
っ
て
、
お
茶
の
支
度
が
で
き
て
い
る
。
ベ
ン
チ
、
椅
子
、
そ
れ
ぞ
れ
数
脚
。
ベ
ン
チ
の
一
つ

に
、
ギ
タ
ー
が
載
っ
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル
の
じ
き
そ
ば
に
、
ブ
ラ
ン
コ
が
さ
が
っ
て
い
る
。
午
後

二
時
す
ぎ
。
曇
り
日
。  

マ
リ
ー
ナ(

ぶ
よ
ぶ
よ
し
た
、
動
き
の
少
な
い
老
婆)

が
、
サ
モ
ワ
ー
ル
の
前
に
坐
っ
て
靴
下
を
編

ん
で
い
る
。
ア
ー
ス
ト
ロ
フ
が
、
そ
ば
を
歩
き
回
っ
て
い
る
。  

チ
ェ
ー
ホ
フ
『
三
人
姉
妹
』(

神
西
清
・
訳) 

プ
ロ
ー
ゾ
ロ
フ
の
家
。
円
柱
の
な
ら
ん
だ
客
間
。
柱
の
向
う
に
大
広
間
が
見
え
る
。
ま
昼
。
戸
外

は
日
ざ
か
り
で
朗
ら
か
で
あ
る
。
広
間
で
は
朝
食
の
テ
ー
ブ
ル
を
と
と
の
え
て
い
る
。  

オ
ー
リ
ガ
が
、
女
学
校
女
教
師
の
青
い
制
服
を
き
て
、
立
ち
ど
ま
っ
た
り
歩
い
た
り
し
な
が
ら
、

生
徒
の 

ノ
ー
ト
を
直
し
つ
づ
け
て
い
る
。
マ
ー
シ
ャ
は
黒
い
服
を
つ
け
、
帽
子
を
膝
に
の
せ
て

坐
り
、
小
型
な
本 

を
読
ん
で
い
る
。
イ
リ
ー
ナ
は
白
い
服
を
着
て
、
立
っ
て
考
え
こ
ん
で
い

る
。  


